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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　読み取り対象物が置かれる透明板、及び前記読み取り対象物を読み取って画像を生成す
るスキャナ部を有する本体であって、前記透明板が前記本体の上面に設けられ、前記スキ
ャナ部が前記本体の内部に設けられている前記本体と、
　前記透明板を開閉自在に覆うカバーと、
　前記カバーの内部に設けられ、前記カバーの上面に載置された前記読み取り対象物に含
まれるＩＣチップから情報を読み取るＩＣ読取部と、
　を備え、
　前記カバーの上面には、前記読み取り対象物が載置される載置領域を区画形成する凸条
が設けられていることを特徴とする読取装置。
【請求項２】
　前記凸条はＬ字型であることを特徴とする請求項１に記載の読取装置。
【請求項３】
　前記カバーの内部における前記載置領域の下方に、前記ＩＣ読取部のアンテナが設けら
れていることを特徴とする請求項１又は２に記載の読取装置。
【請求項４】
　前記ＩＣ読取部は、前記カバーの上方向に指向性を有する第１アンテナと、前記カバー
の下方向に指向性を有する第２アンテナとを有することを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれかに記載の読取装置。
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【請求項５】
　前記ＩＣ読取部は、前記カバーの閉じ具合によって前記読み取り対象物が前記透明板に
置かれているか否か判断し、前記読み取り対象物が前記透明板に置かれている場合は前記
第２アンテナを使用し、前記読み取り対象物が前記透明板に置かれていない場合は前記第
１アンテナを使用することを特徴とする請求項４に記載の読取装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載の読取装置と、
　前記読取装置から、前記画像及び前記情報を受信し、前記画像と前記情報とを照合して
真贋判定を行う真贋判定装置と、
　を備える本人確認支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＣチップを内蔵した運転免許証やパスポート等の本人確認書類の券面画像
の読み取りと、ＩＣチップ内の情報の読み取りとを行うことができる読取装置及び本人確
認支援システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自治体窓口での住民票や印鑑証明などの各種証明書の発行手続きや、銀行等の金融機関
での口座開設手続きなどでは、運転免許証や旅券（パスポート）等の顔写真入りの公的証
明書を用いた本人確認が行われている。近年、公的証明書の偽造防止の強化策として、Ｉ
Ｃチップを内蔵したＩＣ運転免許証やＩＣ旅券が発行されている。
【０００３】
　特許文献１には、スキャナヘッドにアンテナを並べ、ＩＣチップを含む印刷物の画像を
取り込むと共に、ＩＣチップ内の情報を読み取るスキャナが記載されている。しかし、こ
のような構成のスキャナは、読み取り対象物が、顔写真が印刷された頁とＩＣチップが内
蔵された頁とが異なるＩＣ旅券のような物の場合、ＩＣチップ内の情報の読み取りに失敗
することがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２４８４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記従来の実状に鑑みてなされたものであり、ＩＣチップを内蔵した本人確
認書類の画像を読み取ると共に、ＩＣチップ内の情報の読み取り性能を向上させることが
できる読取装置を提供することを課題とする。また、本発明は、本発明による読取装置に
より読み取られた画像とＩＣチップ内の情報とを照合して本人確認書類の真贋判定を行う
本人確認支援システムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による読取装置は、読み取り対象物が置かれる透明板、及び前記読み取り対象物
を読み取って画像を生成するスキャナ部を有する本体と、前記透明板を開閉自在に覆うカ
バーと、前記カバーの内部に設けられ、前記カバーの上面に載置された前記読み取り対象
物に含まれるＩＣチップから情報を読み取るＩＣ読取部と、を備えるものである。
【０００７】
　本発明の一態様による読取装置において、前記カバーの上面には、前記読み取り対象物
が載置される載置領域を区画形成する凸条が設けられている。
【０００８】
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　本発明の一態様による読取装置において、前記凸条はＬ字型である。
【０００９】
　本発明の一態様による読取装置は、前記載置領域の下方に、前記ＩＣ読取部のアンテナ
が設けられているものである。
【００１０】
　本発明の一態様による読取装置において、前記ＩＣ読取部は、指向性の異なる複数のア
ンテナを有する。
【００１１】
　本発明の一態様による読取装置において、前記ＩＣ読取部は、前記読み取り対象物が前
記透明板に置かれているか否かによって、使用するアンテナを切り替える。
【００１２】
　本発明による本人確認支援システムは、本発明による読取装置と、前記読取装置から、
前記画像及び前記情報を受信し、前記画像と前記情報とを照合して真贋判定を行う真贋判
定装置と、を備えるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、ＩＣチップを内蔵した本人確認書類の画像を読み取ると共に、ＩＣチ
ップ内の情報の読み取り性能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る読取装置の斜視図である。
【図２】同実施形態に係る読取装置の斜視図である。
【図３】同実施形態に係る読取装置の概略断面図である。
【図４】同実施形態に係る読取装置の斜視図である。
【図５】同実施形態に係る本人確認支援システムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１～図５を用いて、本発明の実施の形態について説明する。図１、図２は本発明の実
施形態に係る読取装置１の斜視図であり、図１はカバー１１を閉じた状態を示し、図２は
カバー１１を開けた状態を示している。
【００１６】
　図３は、読み取り対象物としての本人確認書類３をスキャンする際の読取装置１の断面
図である。図４は、本人確認書類３に内蔵されたＩＣチップから情報を読み取る際の読取
装置１の斜視図である。本人確認書類３はＩＣチップを内蔵するものであり、以下の実施
形態では、ＩＣ旅券３として説明を行う。
【００１７】
　図５は、本発明の実施形態に係る本人確認支援システムのブロック図である。本人確認
支援システムは、読取装置１及び真贋判定装置２を備え、読取装置１と真贋判定装置２と
は有線又は無線により通信可能に接続されている。
【００１８】
　読取装置１の本体１０の上には、ヒンジ部１４によって回転可能に支持されたカバー１
１が設けられている。カバー１１は、本体１０の上面の透明板を開閉自在に覆う。
【００１９】
　本体１０の上面には透明板（ガラス板）を含む原稿台１２が設けられ、カバー１１を開
けると、読取面である透明板の上にＩＣ旅券３を置くことができる。本体１０の上面には
電源スイッチＳが設けられている。
【００２０】
　本体１０の内部には、透明板の上に置かれたＩＣ旅券３の画像を光学的に走査し、旅券
面のスキャン画像データを生成する、フラットベット式のスキャナ部１３が設けられてい
る。読取装置１は、スキャン画像データを真贋判定装置２へ送信する。
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【００２１】
　カバー１１の上面にはＬ字型の凸条１６が設けられている。凸条１６は、カバー１１の
長手方向に沿った凸条と、短手方向に沿った凸条とが直角をなすように接続されたもので
ある。このＬ字型の凸条１６によって、ＩＣ旅券３を載置する載置領域１７が区画形成さ
れる。凸条１６を構成する、カバー１１の長手方向に沿った凸条と、短手方向に沿った凸
条とが接続していなくてもよい。
【００２２】
　カバー１１の内部には、載置領域１７に載置されたＩＣ旅券３のＩＣチップ（図示略）
から情報を読み取るＩＣ読取部１５が設けられている。ＩＣ読取部１５のアンテナは、載
置領域１７の下方又はその近傍に設けられている。読取装置１は、ＩＣチップから読み取
った情報を真贋判定装置２へ送信する。
【００２３】
　ＩＣチップから読み取られる情報は、例えば、顔画像、氏名、生年月日、旅券番号など
の旅券面の記載事項である。
【００２４】
　真贋判定装置２は、読取装置１から受け取ったスキャン画像データとＩＣチップ内の情
報とを照合して、ＩＣ旅券３の真贋判定を行う。例えば、真贋判定装置２は、文字認識処
理により、スキャン画像から、ＩＣ旅券３に印刷された氏名、生年月日、旅券番号などを
読み取る。そして、真贋判定装置２は、ＩＣ旅券３に印刷された情報と、ＩＣチップ内の
情報とが一致するか否か判定する。
【００２５】
　また、真贋判定装置２は、スキャン画像内の顔画像と、ＩＣチップから読み出された顔
画像とを比較し、一致するか否かを判定する。
【００２６】
　真贋判定装置２は、ハードウェアで構成してもよいし、ソフトウェアで構成してもよい
。ソフトウェアで構成する場合には、真贋判定装置２の機能を実現するプログラムをＣＤ
－ＲＯＭ等の記録媒体に収納し、コンピュータに読み込ませて実行させてもよい。記録媒
体は、磁気ディスクや光ディスク等の着脱可能なものに限定されず、ハードディスク装置
やメモリなどの固定型の記録媒体でもよい。
【００２７】
　真贋判定装置２は、読取装置１に対して、スキャナ部１３によるスキャンの開始指示を
与えることができる。また、真贋判定装置２が、読取装置１に対して、ＩＣ読取部１５の
アンテナからの電磁波送信の開始指示を与えるようにしてもよい。
【００２８】
　このような本人確認支援システムを用いて本人確認を行う場合、まずユーザは読取装置
１のカバー１１を開けて、ＩＣ旅券３の読取対象のページを開き、原稿台１２の透明板の
上に置き、カバー１１を閉じる（図３参照）。真贋判定装置２を操作して、スキャナ部１
３による旅券面のスキャンを行う。読取装置１が、スキャン画像データを真贋判定装置２
へ送信すると、真贋判定装置２のディスプレイ（図示略）にスキャン画像が表示される。
【００２９】
　ＩＣ旅券３のスキャン後、カバー１１を開けてＩＣ旅券３を取り出し、カバー１１を閉
じる。ユーザが、カバー１１の上面の凸条１６で区画された載置領域１７にＩＣ旅券３を
置くと、ＩＣ読取部１５が、ＩＣ旅券３に内蔵されたＩＣチップから情報を読み取る。読
み取られた情報は真贋判定装置２へ送信される。
【００３０】
　真贋判定装置２は、読取装置１から受け取ったスキャン画像データとＩＣチップ内の情
報とを照合し、ＩＣ旅券３の真贋判定を行い、判定結果をディスプレイに表示する。
【００３１】
　従来のようにスキャナ部１３にＩＣ読取部のアンテナを配置した構成では、読み取り対
象物がＩＣ旅券３のように厚みのある物である場合、カバー１１の閉じ具合（カバー１１
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をＩＣ旅券３にどの程度押し付けるか）によって、ＩＣチップに接続されたアンテナ面の
位置や角度が変わり、読み取りエラーが発生し得る。
【００３２】
　一方、本実施形態によれば、カバー１１の上面の載置領域１７にＩＣ旅券３を置くだけ
で、ＩＣチップ内の情報を読み取ることができる。載置領域１７は、凸条１６で区画され
ており、この凸条１６に合わせてＩＣ旅券３を置くことで、ＩＣチップに接続されたアン
テナ面の位置や角度は毎回ほぼ同じになり、ＩＣチップ内の情報の読み取りが安定したも
のとなる。また、ＩＣ読取部１５のアンテナが、載置領域１７の下方又はその近傍に設け
られているため、ＩＣチップ内の情報の読み取り性能を向上させることができる。
【００３３】
　図３のように、ＩＣ旅券３が原稿台１２に置かれ、カバー１１を閉じた状態でＩＣ読取
部１５がＩＣチップ内の情報を読み取ることができるようにしてもよい。
【００３４】
　ＩＣ読取部１５が指向性の異なる複数のアンテナを備え、原稿台１２に置かれたＩＣ旅
券３のＩＣチップ内の情報を読み取る場合と、カバー１１の上面の載置領域１７に置かれ
たＩＣ旅券３のＩＣチップ内の情報を読み取る場合とで、電磁波を送信するアンテナを切
り替えるようにしてもよい。
【００３５】
　例えば、カバー１１内に、カバー１１の上方向に指向性を有する第１アンテナと、カバ
ー１１の下方向に指向性を有する第２アンテナとを設ける。カバー１１の上面の載置領域
１７に置かれたＩＣ旅券３のＩＣチップ内の情報を読み取る場合は、第１アンテナから電
磁波を送信する。一方、原稿台１２に置かれたＩＣ旅券３のＩＣチップ内の情報を読み取
る場合は、第２アンテナから電磁波を送信する。
【００３６】
　電磁波を送信するアンテナの切り替えスイッチを読取装置１に設けてもよいし、ユーザ
が真贋判定装置２を操作して読取装置１に切り替え指示を与えてもよい。また、原稿台１
２に読み取り対象物が置かれているか否かを検知してアンテナを切り替えてもよい。例え
ば、原稿台１２に読み取り対象物が置かれている場合は、第２アンテナから電磁波を送信
する。一方、原稿台１２に何も置かれておらず、カバー１１がしっかり閉じている場合は
、第１アンテナから電磁波を送信する。
【００３７】
　上記実施形態において、載置領域１７を区画形成する凸条１６の形状はＬ字型に限定さ
れず、例えばコ字型など他の形状としてもよい。
【００３８】
　上記実施形態では、読み取り対象物をＩＣ旅券３として説明したが、氏名等の個人情報
が記載された面と、個人情報が記録されたＩＣチップとを備えたものであればよく、例え
ば、ＩＣ運転免許証、住基カード、個人番号カード等であってもよい。
【００３９】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００４０】
　１　読取装置
　２　真贋判定装置
　３　本人確認書類（ＩＣ旅券）
　１０　本体
　１１　カバー
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　１２　原稿台
　１３　スキャナ部
　１４　ヒンジ部
　１５　ＩＣ読取部
　１６　凸条
　１７　載置領域

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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